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― 3 ― 
（続紙  ２）                            
（論文審査の結果の要旨）  
 本論文は、  心的外傷と精神病の心理療法における象徴機能回復の過程に見られる共
通点と相違点について考察することを目的としたものである。  
 Freud や Jung の戦争神経症者の反復夢についての知見がそうであるように、夢を夢
として体験できることは決して当たり前のことではない。Bion の「アルファ機能」、
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